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日本民事訴訟法学会第９３回大会概要 

 

  日  時 ２０２３年５月２０日（土） １３：００～１７：２０ 

                            ２１日（日） １０：００～１６：３０ 

  開催方式 対面参加方式およびオンライン参加方式の組み合わせによるハイブリッド開催 

 

    会  場 沖縄国際大学 ３号館 ２０３教室 

〒901-2701 沖縄県宜野湾市宜野湾二丁目 6 番 1 号 

 

  交  通 （最寄駅）沖縄国際大学前 琉球バス交通９８番・琉大線 

開催担当校においてシャトルバスの手配も検討しています。 

＊下記 URL もご参照ください。 

キャンパスヘのアクセス：https://www.okiu.ac.jp/access 

キャンパスガイド：https://www.okiu.ac.jp/campus_life/campusmap 

 

1．個別報告 （２０日午後・２１日午前） 

５月２０日（土） 

     

14：00 
｜ 

15：00 

民事訴訟における主張の裏づけ義務 

金美紗（慶応義塾大学） 

15：10 
｜ 

16：10 

訴状・答弁書の記載事項と争点形成の早期化 
堀清史（龍谷大学） 

16：20 
｜ 

17：20 

門中が当事者等となる沖縄における民事訴訟の実情等について 
福渡裕貴（那覇地方裁判所） 

 

 ５月２１日（日） 

 

10：00 
｜ 

11：00 

事業再生プロセスにおける裁判所関与のあり方 
―ドイツの裁判外再建手続における「モジュール」構想に示唆を受けて― 

玉井裕貴（東北学院大学） 

 

2．総会・昼食休憩 ５月２１日（日）１１：００～１１：４０、１１：４０～１３：００ 
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3．シンポジウム  ５月２１日（日）１３：００～１６：３０ 

テ ー マ   「民事裁判ＩＴ化と手続法の課題」 

司会兼報告  町村 泰貴 （成城大学） 

報    告     

第１報告 「ＩＴ化と裁判を受ける権利」 

上田 竹志 （九州大学） 

第２報告 「ＩＴ化と当事者主義・職権主義」 

垣内 秀介 （東京大学） 

第３報告 「ＩＴ化と情報セキュリティの課題」 

櫻庭 信之 （第一東京弁護士会） 

    第４報告 「リーガルテックの発達と手続法への影響」 

町村 泰貴 （成城大学） 


